
ど
う
解
決
　

乗
務
員
不
足
⑱

成定　竜一が説く　【】

海
外
堅
調
、８
％
増

ＫＮＴ－
ＣＴＨＤ

国
内
旅
行
は
５
％
減

阪急

総
取
扱
額
は
３
％
減

東武

国
内
、海
外
と
も
増
加

日旅

岡
山
を
高
校
生
が
Ｐ
Ｒ

東
京
で
誘
客
キ
ャ
ラ
バ
ン

Ｊ
Ａ
Ｌ

岡
山
支
店

国
内
Ｄ
Ｉ
は
５
㌽
上
昇

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、
月
期
旅
行
動
向
調
査

「
営
業
所
バ
ス
ま
つ
り
」開
催

会
社
発
足

周
年
で

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス

景況良く祝日も増え国内人数．％増
ＪＴＢ　年の旅行市場見通し

訪日．％増の万人に

国
内
旅
行
は
微
減

阪
急
阪
神
Ｂ
Ｔ

海
外
は
２
桁
増

阪
神
Ｔ
Ｉ

阪
神
沖
縄
キ
ャ
ン
プ

見
学
ツ
ア
ー
を
発
売

阪
急
交
通
社

　
も
っ
と
も
、
短
期
的
成
果

を
求
め
る
「
プ
ル
施
策
」
と

異
な
り
、
民
間
が
「
プ
ッ
シ

ュ
施
策
」
に
継
続
的
に
取
り

組
む
の
は
限
界
が
あ
る
。
求

人
サ
イ
ト
な
ど
の
サ
ー
ド
パ

ー
テ
ィ
ー
の
立
場
で
あ
れ

ば
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ
の
配

慮
を
示
す
意
味
も
込
め
、
収

益
を
度
外
視
し
メ
デ
ィ
ア
露

出
に
つ
な
が
る
企
画
を
行
う

よ
う
な
努
力
は
必
要
だ
と
し

て
も
、
あ
く
ま
で
も
収
益
事

業
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る

範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。

　
長
期
的
視
点
を
求
め
ら
れ

る
「
プ
ッ
シ
ュ
施
策
」
は
、

お
の
ず
と
、
事
業
者
団
体
や

行
政
の
力
を
あ
て
に
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
東
京
、
名
古

屋
、
大
阪
で
の
求
人
イ
ベ
ン

ト
「
ど
ら
な
び
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

の
成
功
を
受
け
、
そ
の
他
の

地
域
で
事
業
者
団
体
や
行
政

が
同
じ
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
例
が
あ
る
。
し
か

し
、
求
人
イ
ベ
ン
ト
（
合
同

就
職
説
明
会
）
は
、
短
期
的

に
採
用
に
つ
な
が
る
確
率
が

高
い
一
方
で
、
運
転
体
験
会

な
ど
と
比
べ
「
絵
に
な
ら
な

い
」
の
で
メ
デ
ィ
ア
露
出
に

は
つ
な
が
り
づ
ら
い
典
型
的

な
「
プ
ル
施
策
」
だ
。

　
確
か
に
、
事
業
者
団
体
ら

が
実
施
す
る
こ
の
種
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
ブ
ー
ス
出
展
料
な

ど
も
安
く
、
一
見
す
る
と
地

元
の
バ
ス
事
業
者
に
と
っ
て

有
意
義
に
思
え
る
。し
か
し
、

限
ら
れ
た
予
算
の
多
く
は
会

場
費
や
運
営
費
に
消
え
て
し

ま
い
、
広
域
か
ら
参
加
者

（
乗
務
員
志
望
者
）
を
集
め

る
た
め
の
広
告
宣
伝
費
が
不

十
分
な
場
合
が
多
い
。ま
た
、

そ
の
よ
う
な
主
催
者
は
費
用

対
効
果
が
優
れ
た
ウ
ェ
ブ
上

で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
得

意
と
し
な
い
場
合
が
多
く
、

結
果
と
し
て
参
加
者
数
が
限

ら
れ
て
し
ま
う
。

　
民
間
主
催
で
あ
れ
ば
、
各

バ
ス
事
業
者
が
負
担
す
る
出

展
費
用
は
安
く
は
な
い
も
の

の
、
主
催
者
は
そ
れ
ら
を
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
原
資

と
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
イ

ベ
ン
ト
に
相
応
の
参
加
者
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
成

果（
採
用
）を
目
的
と
す
る
事

業
者
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
合

理
的
か
は
明
確
で
あ
ろ
う
。

　
事
業
者
団
体
や
行
政
当
局

に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
直

近
の
採
用
に
つ
な
が
る
短
期

的
な
取
り
組
み
で
は
な
く
、

広
く
社
会
全
体
に
対
し
、
バ

ス
乗
務
員
が
職
業
の
選
択
肢

と
し
て
想
起
さ
れ
る
よ
う
な

認
知
と
、
特
に
子
ど
も
た
ち

に
「
な
り
た
い
職
業
」
の
一

つ
だ
と
捉
え
て
も
ら
え
る
た

め
の
、
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
の

情
報
発
信
で
あ
る
。

　
（
高
速
バ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究
所
代
表
）

１年前
－月

９カ月前
１－３月

６カ月前
４－６月

３カ月前
７－９月

現況
－月

３カ月後
１－３月

６カ月後
４－６月

－ － － － － － －
北海道 － －   － － －
東北 － － － － － － －
東京（ＴＤＲ、横浜を含む） － －    － －
関東 － － － － － － －
甲信越 － － － － － － －
伊豆・箱根（静岡を含む） － － － － － － －
愛知・岐阜・三重 － － － － － － －
北陸 － － － － － － －
京阪神（京都、大阪、ＵＳＪ）      － －
近畿 － － － － － － －
山陽・山陰 － － － － － － －
四国 － － － － － － －
九州 － －  － － － －
沖縄・奄美 －  － － － － －

     － 

国内・訪日旅行の需要動向

訪日旅行全般

国内旅行全般

（４）第２９６９号 第３種郵便物認可 ２０１９年（平成３１年）１月５日（土曜日）

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
が


月

日
に
発
表
し
た

月

の
販
売
実
績
は
、
総
取
扱
額

が
前
年
同
月
比
２
・
９
％
減

の
１
５
３
億
６
０
３
８
万
円

と
な
っ
た
。
国
内
旅
行
は
８

・
０
％
減
の
１
０
９
億
３
９

５
４
万
円
と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
う
ち
団
体
旅

行
は
７
・
１
％
減
で
、
種
別

で
は
一
般
団
体
が
８
・
５
％

減
、
教
育
旅
行
団
体
も
５
・

６
％
減
と
低
調
だ
っ
た
。
個

人
旅
行
は
企
画
商
品
が

・

７
％
減
で
、
企
画
商
品
を
除

く
個
人
旅
行
も

・
９
％
減

と
そ
れ
ぞ
れ
２
桁
減
。

　
海
外
旅
行
は

・
１
％
増

の

億
４
９
８
１
万
円
。
団

体
旅
行
は

・
９
％
増
、
個

人
旅
行
の
企
画
商
品
は

・

６
％
増
、
そ
の
他
の
個
人
旅

行
は
３
・
１
％
増
と
な
っ
た
。

　
訪
日
旅
行
は

・
０
％
増

の

億
４
２
３
１
万
円
。
そ

の
他
の
部
門
は

・
９
％
減

の
１
億
２
８
７
２
万
円
だ
っ

た
。

　
４
～

月
の
累
計
は
総
取

扱
額
が
３
・
７
％
減
の
８
４

７
億
６
５
２
万
円
。
国
内
旅

行
は
６
・
６
％
減
の
５
９
５

億
９
０
１
９
万
円
、
海
外
旅

行
は
０
・
１
％
減
の
１
９
０

億
６
７
２
４
万
円
、
訪
日
旅

行
は

・
０
％
増
の

億
２

２
６
３
万
円
、
そ
の
他
が


・
８
％
減
の

億
２
６
４
６

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
旅
行
の
２
０
１
８
年


月
の
販
売
実
績
は
、
総
販

売
高
が
前
年
同
月
比
８
・
８

％
増
の
４
３
３
億
９
３
２
８

万
円
だ
っ
た
。
国
内
旅
行
が

２
・
９
％
増
の
２
６
１
億
４

２
６
３
万
円
。
海
外
旅
行
は


・
８
％
増
の
１
２
８
億
３

７
７
５
万
円
、
国
際
旅
行
は


・
６
％
増
の

億
１
０
３

６
万
円
と
、
と
も
に
前
年
を

大
き
く
上
回
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
う
ち
、
団
体

は
８
・
７
％
増
の
１
０
１
億

７
８
３
万
円
。
一
般
団
体

（
７
・
４
％
増
、

億
６
２

６
０
万
円
）
、
教
育
旅
行
団

体
（

・
２
％
増
、

億
４

５
２
２
万
円
）
と
も
に
増
加

し
た
。

　
国
内
企
画
は
７
・
０
％
減

の

億
８
９
１
６
万
円
だ
っ

た
。
自
社
企
画
の
赤
い
風
船

（
５
・
２
％
減
、

億
３
１

６
６
万
円
）
、
他
社
企
画

（

・
９
％
減
、
３
億
５
７

４
９
万
円
）
と
も
に
減
少
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
券
、
航
空
券
、
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計
は

６
・
６
％
増
の

億
４
５
６

３
万
円
。

　
海
外
は
団
体
が

・
５
％

増
の

億
２
２
０
１
万
円
。

一
般
団
体
が
１
１
５
・
７
％

増
と
倍
増
。
教
育
旅
行
団
体

も

・
５
％
増
と
大
き
く
伸

び
た
。

　
海
外
企
画
は
６
・
３
％
増

の

億
２
５
０
２
万
円
。
自

社
企
画
の
マ
ッ
ハ
・
ベ
ス
ト

ツ
ア
ー
が

・
５
％
増
加
し

た
。

　
企
画
商
品
以
外
の
個
人
旅

行
は
６
・
２
％
増
加
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
総

販
売
高
が
前
年
同
期
比
１
・

４
％
増
の
３
５
５
８
億
１
０

３
９
万
円
。
こ
の
う
ち
国
内

が
２
・
８
％
減
の
２
１
３
３

億
８
５
２
１
万
円
。
海
外
が

５
・
３
％
増
の
１
０
４
５
億

５
２
１
万
円
。
国
際
が

・

５
％
増
の
３
７
７
億
７
４
７

０
万
円
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
２
０
１
８
年


月
の
総
取
扱
額
（
グ
ル
ー
プ


社
計
）
は
、
前
年
同
月
比

０
・
８
％
減
の
４
９
７
億
４

５
１
８
万
円
だ
っ
た
。
国
内

旅
行
が
５
・
４
％
減
の
２
９

８
億
８
３
２
７
万
円
、
海
外

旅
行
が
８
・
３
％
増
の
１
７

０
億
３
０
７
８
万
円
。
外
国

人
旅
行
は
１
・
５
％
増
の


億
１
０
２
６
万
円
と
な
っ

た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が

・
１
％
減
（


億
８
５
１
３
万
円
）
、
学
生

団
体
が
１
・
６
％
減
（

億

５
２
８
７
万
円
）
。
一
般
団

体
、
学
生
団
体
と
も
に
減
少

し
、
団
体
旅
行
合
計
で
６
・

９
％
減
（
１
０
２
億
３
８
０

０
万
円
）
と
な
っ
た
。
国
内

企
画
旅
行
は
、
メ
イ
ト
が


・
３
％
減
の

億
２
８
７
７

万
円
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
内
は
２
・
５
％
減
の
１
０

６
億
８
９
３
５
万
円
と
な

り
、
合
計
で
５
・
６
％
減
の

１
５
３
億
５
５
５
３
万
円
。

国
内
個
人
旅
行
は
減
少
し
、

０
・
７
％
減
の

億
８
９
７

３
万
円
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
は

・
４
％
減
、
学

生
団
体
は

・
０
％
増
で
、

合
計
が
２
・
３
％
減
の

億

６
４
７
１
万
円
と
な
っ
た
。

海
外
企
画
旅
行
は
７
・
０
％

増
の

億
１
０
８
８
万
円
、

海
外
個
人
旅
行
は

・
８
％

増
の

億
５
５
１
７
万
円
だ

っ
た
。

　
区
分
別
に
見
る
と
、
国
内

一
般
団
体
は
周
年
旅
行
や
大

型
の
企
業
系
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
取
り
扱
い
が
減
少

し
た
。
学
生
団
体
は
、
林
間

学
校
な
ど
の
取
り
扱
い
が
増

加
し
た
が
、
修
学
旅
行
の
取

り
扱
い
が
減
少
し
、
前
年
を

下
回
っ
た
。
メ
イ
ト
は
、
首

都
圏
方
面
は
好
調
に
推
移
し

た
が
、
沖
縄
や
北
海
道
を
中

心
に
多
方
面
が
低
調
だ
っ

た
。ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

西
日
本
豪
雨
以
来
、
低
迷
が

続
い
て
い
た
山
陰
・
山
陽
、

四
国
方
面
の
ふ
っ
こ
う
割
商

品
が
好
調
に
推
移
し
た
。
そ

の
他
、
地
震
の
影
響
に
よ
り

北
海
道
方
面
は
厳
し
い
結
果

と
な
っ
た
。

　
阪
急
交
通
社
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年

月
の
旅
行
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
９
・
８

％
増
の
３
１
９
億
６
５
４
万

円
だ
っ
た
。
う
ち
、
国
内
旅

行
は
４
・
６
％
減
の
１
３
３

億
５
５
３
０
万
円
だ
っ
た

が
、
北
陸
・
甲
信
越
で
は
新

潟
の
紅
葉
名
所
を
巡
る
商
品

が
人
気
で
、
前
年
比
２
桁
増

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
海
外
旅
行
は
欧
州
を
は
じ

め
、
ア
ジ
ア
な
ど
ほ
ぼ
全
方

面
で
前
年
を
上
回
り
、

・

１
％
増
の
１
７
９
億
５
９
７

０
万
円
と
好
調
。
「
特
に
テ

レ
ビ
通
販
が
成
功
し
た
香
港

は
伸
び
率
が
大
き
く
、
１
５

３
％
増
だ
っ
た
」
。

　
外
国
人
旅
行
は
欧
米
・
豪

州
市
場
が
伸
び
、

・
４
％

増
の
５
億
９
１
５
４
万
円
と

な
っ
た
。

　
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
（
Ｂ
Ｔ
）
の

月
の
取

扱
額
は
前
年
同
月
比

・
５

％
増
の

憶
９
４
４
万
円
。

国
内
旅
行
は
出
張
の
動
き
が

低
調
だ
っ
た
が
、
団
体
旅
行

が
堅
調
で
、
微
減
の
３
億
２

２
３
８
万
円
。
海
外
旅
行
は

台
風

号
の
影
響
で
延
期
に

な
っ
て
い
た
出
張
需
要
の
戻

り
な
ど
で

％
増
の

億
８

３
４
２
万
円
と
好
調
。
外
国

人
旅
行
は

・
３
％
減
の
３

６
３
万
円
。

　
阪
神
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｉ
）
の


月
の
取
扱
額
は

％
増
の

３
億
２
８
１
１
万
円
だ
っ

た
。
国
内
旅
行
は

・
４
％

減
の
７
５
４
万
円
、
海
外
旅

行
が

・
３
％
増
の
３
億
２

０
５
７
万
円
。

笠
岡
商
業
高
校
の
プ
レ
ゼ
ン

の
様
子

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
た

イ
ベ
ン
ト

　
阪
急
交
通
社
は
沖
縄
県
宜

野
座
村
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
野

球
球
団
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
見
学
す

る
ツ
ア
ー
を
発
売
し
た
。
監

督
交
代
も
あ
り
、
阪
神
フ
ァ

ン
の
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

　
ツ
ア
ー
は
２
日
間
、
３
日

間
の
２
コ
ー
ス
を
設
定
。
旅

行
代
金
は
大
阪
発
着
の
場

合
、
１
～
４
人
１
室
で
大
人

１
人
６
万
８
千
円
（
毎
朝
食

付
き
）
か
ら
。
宿
泊
先
は
選

手
も
利
用
す
る
読
谷
村
の
Ｒ

ｏ
ｙ
ａ
ｌ
　
Ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ
沖

縄
残
波
岬
。

　
練
習
見
学
の
ほ
か
、
選
手

と
記
念
写
真
撮
影
や
握
手
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
利
用

で
き
る
昼
食
券（
千
円
相
当
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
春
季
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
を
見

学
す
る
ツ
ア
ー
は

年
か
ら

毎
年
実
施
、
今
回
で

回
目

と
な
る
。

　
西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ

ス
は
会
社
発
足

周
年
を
記

念
し
、
各
営
業
所
主
催
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
「
営
業
所
バ
ス

ま
つ
り
」を
開
催
し
て
い
る
。


月

日
は
大
阪
駅
Ｊ
Ｒ
高

速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
ノ
ー
ス
ゲ
ー
ト
ビ
ル

１
階
）
で
第
４
弾
を
開
催
。

豪
華
バ
ス
「
ド
リ
ー
ム
ル
リ

エ
」
と
２
階
建
て
バ
ス
を
展

示
し
、
乗
り
心
地
を
体
験
し

て
も
ら
っ
た
。

　
ド
リ
ー
ム
ル
リ
エ
は
大
阪

―
東
京
間
を
運
行
す
る
夜
行

バ
ス
。
同
社
の
夜
行
バ
ス
の

中
で
最
上
級
の
シ
ー
ト
を
備

え
て
お
り
、
来
場
者
は
シ
ー

ト
の
座
り
心
地
や
個
室
の
よ

う
な
快
適
性
を
体
験
し
た
。

　
来
場
者
に
は
各
営
業
所
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ス
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
各
営
業
所
を
巡

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
や
、
バ
ス
発
車
放

送
案
内
体
験
、
同
社
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売
も
行
っ

た
。
同
社
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
に
し
ば

く
ん
。
」
も
登
場
し
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

月

日
、
２

０
１
９
年
の
旅
行
市
場
の
見

通
し
を
発
表
し
た
。
景
況
感

が
良
く
、
祝
日
も
増
加
す
る

こ
と
か
ら
国
内
旅
行
人
数
は

前
年
比
１
・
５
％
増
の
２
億

９
０
９
０
万
人
と
予
測
す

る
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は

・
３
％
増
の
３
５
５
０

万
人
と
推
計
し
て
い
る
。

　
祝
日
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
が
即
位
関
連
行
事
の
関

係
で
４
月

日
か
ら

連
休

と
な
る
。
祝
賀
ム
ー
ド
と
と

も
に
、
レ
ジ
ャ
ー
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
へ
の
意
欲
を
喚
起
す

る
と
見
込
む
。
８
月
は
「
山

の
日
」
と
日
曜
日
が
重
な
る

た
め
３
連
休
と
な
る
が
、
旧

盆
を
含
む
夏
休
み
に
組
み
込

ま
れ
る
場
合
も
多
そ
う
だ
。

　

月
に
消
費
税
率
が

％

に
上
が
る
が
、
食
料
品
な
ど

は
８
％
に
据
え
置
く
軽
減
税

率
や
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

な
ど
の
負
担
軽
減
策
に
よ
り

影
響
の
緩
和
が
期
待
さ
れ

る
。

年
の
８
％
へ
の
増
税

の
際
に
は
宿
泊
旅
行
は
２
カ

月
後
か
ら
影
響
が
出
始
め
た

こ
と
か
ら
、
今
回
の
増
税
は

年
内
に
は
大
き
く
影
響
し
な

い
と
見
て
い
る
。

　
９
月

日
～

月
２
日
に

ア
ジ
ア
初
と
な
る
「
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
日
本
大
会
」
が
開
催
。
世

界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手

の
試
合
が
日
本
で
観
戦
で
き

る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

に
注
目
が
集
ま
り
そ
う
。

　
２
月
に
三
つ
の
ホ
ー
ル
を

備
え
る
劇
場
型
文
化
集
客
施

設
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
　
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
」
が
大
阪
城
公
園
内
に
、

３
月
に
は
ム
ー
ミ
ン
の
世
界

を
体
験
で
き
る
施
設
「
ム
ー

ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
」
が
埼

玉
県
飯
能
市
に
開
業
す
る
。

　
国
内
旅
行
の
平
均
消
費
額

は
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
の

影
響
と
、
旅
行
支
出
意
欲
の

増
加
な
ど
か
ら
、
２
・
０
％

増
の
３
万
６
６
０
０
円
と
推

計
。
国
内
旅
行
消
費
額
は
３

・
６
％
増
の

兆
６
５
０
０

億
円
と
な
る
見
込
み
。

　
訪
日
旅
行
が

・
３
％
拡

大
す
る
理
由
と
し
て
は
、
す

で
に
成
熟
市
場
と
な
っ
て
い

る
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
香

港
か
ら
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
伸
び
率
は
や
や
鈍
化
す

る
も
の
の
、
欧
米
や
東
南
ア

ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
の
伸
び

が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
。

　
海
外
旅
行
は
人
数
で
過
去

最
高
と
な
る
１
・
１
％
増
の

１
９
１
０
万
人
と
予
測
。
平

均
消
費
額
は
前
年
並
み
の


万
１
６
０
０
円
、
旅
行
消
費

額
は
１
・
０
％
増
の
４
兆
６

１
０
０
億
円
と
推
計
す
る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
会
員

各
社
と
中
連
協
会
員
各
社
に

対
し
四
半
期
ご
と
に
実
施
し

て
い
る
「
旅
行
市
場
動
向
調

査
」
の
２
０
１
８
年

月
期

結
果
を
発
表
し
た
。
国
内
旅

行
の
現
況（

～

月
）は
、

景
気
動
向
指
数
Ｄ
Ｉ
が
マ
イ

ナ
ス
５
と
な
り
、
３
カ
月
前

（
７
～
９
月
）の
マ
イ
ナ
ス


か
ら
５
㌽
上
昇
。
自
然
災
害

の
影
響
が
残
っ
て
い
る
が
、

団
体
旅
行
が
好
調
だ
っ
た
。

　
３
カ
月
後
（
１
～
３
月
）

は
個
人
、
団
体
共
に
低
調
で

９
㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス

に
。

６
カ
月
後
（
４
～
６
月
）
は

４
㌽
上
昇
し
マ
イ
ナ
ス

に

な
る
見
込
み
。

　
国
内
旅
行
の
現
況
を
方
面

別
に
見
る
と
、
地
震
の
あ
っ

た「
北
海
道
」が
マ
イ
ナ
ス


と
３
カ
月
前
か
ら

㌽
減
、

「
甲
信
越
」が
マ
イ
ナ
ス

、

「
東
北
」
が
マ
イ
ナ
ス

と

共
に

㌽
減
と
大
幅
な
減
少

も
目
立
っ
た
。
「
近
畿
」
が

マ
イ
ナ
ス

と
７
㌽
増
、

「
山
陽
・
山
陰
」
が
マ
イ
ナ

ス

と
５
㌽
増
加
し
た
。

　
３
カ
月
後
は
「
北
海
道
」

が
改
善
す
る
も
の
の
マ
イ
ナ

ス

と
前
年
に
は
大
き
く
及

ば
な
い
。
「
京
阪
神
（
京
都

・
大
阪
・
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
」
が


㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス
７
な
ど
多

く
の
地
域
で
減
少
し
、
プ
ラ

ス
圏
内
の
地
域
は
な
く
な
る

見
込
み
。
回
復
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
を
控
え
た
６
カ

月
後
に
持
ち
越
さ
れ
る
。

　
訪
日
旅
行
の
現
況
は
３
カ

月
前
の
１
か
ら
１
㌽
減
少
し

ゼ
ロ
。
北
海
道
の
災
害
の
影

響
が
残
り
回
復
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　
３
カ
月
後
も
見
通
し
は
厳

し
く
６
㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス

６
。
６
カ
月
後
は

と
大
き

く
回
復
す
る
見
通
し
。

　
海
外
旅
行
の
現
況
は
増
減

な
し
の
マ
イ
ナ
ス
３
。
夏
休

み
が
終
わ
っ
て
遠
方
の
地
域

や
多
く
の
顧
客
層
で
低
下
し

た
も
の
の
、
シ
ニ
ア
と
商
用

・
視
察
が
好
調
だ
っ
た
。

　
３
カ
月
後
は
８
㌽
減
の
マ

イ
ナ
ス

、
６
カ
月
後
は
４

㌽
増
の
マ
イ
ナ
ス
７
と
な
る

見
込
み
。

　
調
査
は

月
５
～

日
に

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
、
中
連
協
会

員
の
６
４
７
社
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
実
施
。
２
６
０
社

か
ら
回
答
を
得
た
。

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
岡

山
支
店
は

月

日
、
岡
山

県
の
高
校
生
が
地
域
の
魅
力

を
集
め
た
ツ
ア
ー
企
画
を
旅

行
会
社
に
売
り
込
む
「
岡
山

観
光
誘
客
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を

東
京
で
実
施
し
た
。
笠
岡
商

業
高
校
、倉
敷
商
業
高
校
、津

山
商
業
高
校
の
３
校
の
生
徒

が
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
（
東
京
都

品
川
区
）
な
ど
を
訪
問
。
岡

山
県
内
に
あ
る
自
然
や
伝
統

文
化
、
食
な
ど
を
体
験
で
き

る
ツ
ア
ー
を
売
り
込
ん
だ
。

　
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
で
開
催
さ

れ
た
観
光
説
明
会
で
は
、
笠

岡
商
業
高
校
が
、
笠
岡
市
の

北
木
島
を
舞
台
に
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
体
験
や
笠
岡
ラ
ー
メ

ン
、
倉
敷
商
業
高
校
が
美
観

地
区
で
の
食
べ
歩
き
や
倉
敷

三
斎
市
散
策
、
津
山
商
業
高

校
が
津
山
城
鶴
山
公
園
の
桜

観
賞
や
「
足
踏
せ
ん
た
く
」

体
験
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ジ

ャ
ル
パ
ッ
ク
の
松
浦
浩
次
取

締
役
は
「
西
日
本
豪
雨
の
際

に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
大
変

な
思
い
を
さ
れ
た
が
、
高
校

生
の
皆
さ
ん
が
目
を
輝
か
せ

て
旅
の
企
画
を
作
る
な
ど
、

若
い
力
が
新
し
い
力
を
生
ん

で
い
る
。
新
し
い
視
点
が
気

付
き
を
生
み
、
プ
ラ
ス
の
影

響
を
受
け
る
。
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
岡
山
支
店
は
「
教

育
、研
究
、文
化
の
発
展
や
向

上
」「
生
徒
の
人
材
育
成
や
キ

ャ
リ
ア
育
成
」
の
支
援
、
生

徒
と
教
職
員
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
職
員

の
相
互
交
流
な
ど
を
行
い
、

同
社
の
業
務
に
活
用
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。


